
明
治
か
ら
昭
和
二
十
年
ま
で
の
脊
椎
麻
酔
の
論
文
を
検
討
し

た
。

日
本
で
最
初
の
脊
椎
麻
酔
は
明
治
三
三
年
、
北
川
乙
治
郎
（
日
本

外
科
学
会
雑
誌
、
三
巻
、
一
八
五
頁
、
一
九
○
二
’
一
九
○
三
年
）
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
論
文
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
モ
ル
ヒ

ネ
を
く
も
膜
下
腔
に
投
与
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
世
界
最
初

の
報
告
で
、
日
本
の
麻
酔
科
史
上
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
下
肢
神
経
痛
の
患
者
に
応
用
し
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
パ

イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
。
こ
の
方
法
が
さ
ら
に
研
究
さ
れ
れ
ば
、
麻

酔
や
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
大
き
く
進
歩
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
残

念
な
こ
と
に
追
試
が
な
さ
れ
て
い
な
い
・

こ
の
時
期
コ
カ
イ
ン
の
毒
性
を
軽
減
す
る
た
め
、
様
々
な
薬
剤

を
く
も
膜
下
腔
に
投
与
し
、
合
併
症
を
誘
発
し
て
い
る
。
安
易
に
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日
本
に
お
け
る
脊
椎
麻
酔
の
歴
史

ｌ
昭
和
二
十
年
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
口

○
小
谷
直
樹
・
松
木
明
知

く
も
膜
下
腔
に
薬
物
を
投
与
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
示
唆
し
て
い

づ
（
》
Ｏ

コ
カ
イ
ン
の
副
作
用
軽
減
の
た
め
、
種
々
の
局
所
麻
酔
薬
が
開

発
さ
れ
た
。
一
九
○
三
年
に
ト
ロ
パ
コ
カ
イ
ン
が
使
用
さ
れ
た
の

を
皮
切
り
に
、
プ
ロ
カ
イ
ン
な
ど
が
開
発
さ
れ
、
脊
椎
麻
酔
時
の

副
作
用
の
改
善
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
脊
椎
麻
酔
は
や
が
て
腋
窩

付
近
の
手
術
に
ま
で
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

脊
椎
麻
酔
の
適
応
範
囲
の
拡
大
に
よ
り
、
合
併
症
も
増
加
し
た
。

上
野
信
四
郎
（
日
本
外
科
学
会
雑
誌
十
二
巻
、
百
二
九
頁
、
一
九
一

一
年
）
の
外
国
文
献
の
集
計
か
ら
、
脊
椎
麻
酔
に
よ
る
直
接
の
死
亡

率
は
○
・
一
％
程
度
で
全
身
麻
酔
の
数
倍
で
あ
っ
た
。

脊
椎
麻
酔
時
の
死
亡
原
因
と
し
て
、
奈
良
真
三
郎
（
軍
医
団
雑

誌
十
八
巻
、
八
六
三
頁
、
一
九
一
○
年
）
は
呼
吸
麻
痒
が
原
因
で
あ

る
こ
と
を
究
明
し
た
。
脊
椎
麻
酔
の
日
本
へ
の
導
入
十
年
以
内
に
、

脊
椎
麻
酔
の
死
亡
原
因
を
究
明
し
た
こ
と
に
な
る
。

昭
和
に
入
っ
て
脊
椎
麻
酔
後
の
死
亡
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て

き
た
。
斉
藤
常
之
進
と
野
口
忠
夫
（
日
本
産
婦
人
科
学
会
雑
誌
、
二

五
巻
、
四
九
二
頁
、
一
九
三
○
年
）
は
三
八
六
○
例
の
脊
椎
麻
酔
症
例

中
、
五
例
の
死
亡
例
を
報
告
し
た
。
瀬
尾
真
信
（
臨
床
医
学
、
一
八
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朴
藺
秀
（
日
本
外
科
学
会
雑
誌
、
四
二
巻
、
八
○
五
頁
一
九
四
一
年
）

は
高
比
重
液
を
用
い
た
詳
細
な
実
験
か
ら
、
高
比
重
液
を
用
い
れ

ば
よ
り
確
実
な
感
覚
神
経
線
維
遮
断
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
究
明

巻
、
六
五
頁
、
一
九
三
○
年
）
は
脊
椎
麻
酔
後
の
心
停
止
に
対
し
、

心
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
投
与
、
人
工
呼
吸
な
ど
の
蘇
生

術
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
諸
橋
鉄
弥
（
日
本
外
科
学
会
雑
誌
、

三
一
巻
、
二
三
五
頁
、
四
○
五
頁
、
一
九
三
○
年
）
は
脳
脊
髄
液
の
腰

髄
か
ら
大
槽
へ
の
灌
流
速
度
が
年
少
者
で
速
い
こ
と
を
発
見
し

た
。
思
春
期
の
脊
椎
麻
酔
時
の
無
痛
域
の
上
限
が
成
人
に
比
し
て

有
意
に
高
く
合
併
症
が
多
い
原
因
は
未
だ
不
明
で
あ
る
。
こ
の
理

由
の
大
半
は
彼
の
研
究
結
果
か
ら
説
明
で
き
よ
う
。

ま
た
立
松
啓
三
（
日
本
外
科
学
会
雑
誌
、
三
二
巻
、
一
五
五
二
頁
、

一
九
三
一
年
）
は
五
五
七
例
の
臨
床
例
か
ら
脊
椎
麻
酔
の
施
行
に

つ
い
て
詳
細
な
研
究
を
発
表
し
た
。
彼
は
脊
椎
麻
酔
の
無
効
や
合

併
症
は
個
人
的
素
質
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
技
術
に
原
因
し
て
い

る
と
結
論
し
た
。
患
者
管
理
シ
ス
テ
ム
、
薬
剤
、
医
療
器
械
が
現

在
よ
り
も
は
る
か
に
劣
悪
だ
っ
た
時
代
に
こ
の
よ
う
な
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
現
代
の
医
療
従
事
者
は
反
省
す
べ
き
で
あ

る
0

し
た
。
ま
た
薬
液
投
与
に
際
し
十
五
度
以
下
の
骨
盤
高
位
で
あ
れ

ば
薬
液
は
頸
髄
へ
は
到
達
し
な
い
た
め
呼
吸
麻
痒
を
惹
起
せ
ず
、

血
圧
は
下
降
す
る
が
こ
れ
の
み
で
は
危
険
で
は
な
い
と
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
は
安
全
に
脊
椎
麻
酔
を
施
行
す
る
た
め
の
エ
ッ
セ
ン
ス

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
に
お
け
る
脊
椎
麻
酔
の
基
礎
は
昭
和

二
十
年
ま
で
に
は
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
検
討
か
ら
、
脊
椎
麻
酔
の
諸
問
題
解
決
の
た
め
の
重
要

な
研
究
が
数
多
く
み
ら
れ
た
。
当
時
の
脊
椎
麻
酔
研
究
の
レ
ベ
ル

は
欧
米
と
比
べ
て
全
く
遜
色
な
い
。
し
か
し
そ
の
後
こ
れ
ら
の
研

究
は
忘
れ
去
ら
れ
た
形
と
な
り
ま
っ
た
く
追
試
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
日
本
の
麻
酔
科
学
研
究
の
汚
点
と
も
い
え
る
。
脊
椎
麻
酔

を
含
め
た
医
療
の
安
全
性
は
、
先
端
医
療
の
み
で
は
解
決
で
き
な

い
。
先
達
の
業
績
を
十
分
理
解
す
る
こ
と
が
、
医
学
史
研
究
の
重

要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
強
く
示
唆
さ
れ
た
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
学
教
室
）
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